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11
月
16
日
、
「
現
行
の
健
康
保

険
証
の
存
続
を
求
め
る
」
国
会
内

集
会
が
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
多

目
的
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
全
体

で
3
0
0
人
、
東
京
土
建
か
ら
は

61
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

保
団
連
の
住
江
会
長
は
開
会
の

あ
い
さ
つ
で
、
「
今
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
国
民
の
医
療
の
ア
ク
セ

ス
補
償
と
な
る
皆
保
険
証
制
度
を

守
る
た
め

の
保
険
証

の
存
続

だ
」
と
述

べ
ま
し

た
。次

に
保

険
証
の
存

続
を
求
め

る
国
会
請

願
署
名
29

万
2
4
9

5
筆
を
鎌

田
さ
ゆ
り

衆
議
院
議

員
（
立

民
）
、
野

間
た
け
し

衆
議
院
議

員
（
立
憲
）
、
宮
本
徹
衆
議
院
議

員
（
共
産
）
、
い
さ
か
信
彦
衆
議

院
議
員（
立
憲
）の
各
氏
に
渡
し
、

同
時
に
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
林
信
悟
中
央
社
保
協
事

務
局
長
か
ら
の
基
調
報
告
の
後
、

医
療
の
現
場
か
ら
保
険
証
の
存
続

を
求
め
る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。東

京
土
建
か
ら
は
木
村
潮
人
書

記
次
長
が
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、
「
み
ん
な
で
保
険
証
廃
止

の
撤
回
に
一
致
団
結
し
ま
し
ょ

う
、
そ
し
て
命
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

10
月
7
日
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
へ
の
攻

撃
は
死
者
1
万
3
千
人
、

負
傷
者
3
万
人
以
上
を
出

す
事
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
圧
倒
的
な
軍
事
力
を

持
つ
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
ガ

ザ
地
区
北
部
を
包
囲
し
中

心
部
に
進
軍
し
て
い
ま

す
。パ

レ
ス
チ
ナ
へ
の
攻
撃

で
は
救
急
車
の
車
列
に
空

爆
、
避
難
民
が
身
を
寄
せ
る
学
校
へ
の
砲

撃
、
病
院
攻
撃
の
拡
大
で
女
性
や
子
ど
も

含
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ガ
ザ
地
区
北
部
に
は
40
万
人
の
住

民
が
居
る
と
み
ら
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
は
今

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集
団
殺
害
）
の
危
機
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事

務
総
長
は
改
め
て
人
道
的
停
戦
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
国
際
社
会
か
ら
即

時
停
戦
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
ワ
シ
ン

ト
ン
で
は
11
月
4
日
米
政
府
イ
ス
ラ
エ
ル

支
援
に
抗
議
す
る
デ
モ
が
数
万
人
規
模
で

開
催
さ
れ
、
11
日
に
行
な
わ
れ
た
ロ
ン
ド

ン
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
攻
撃
に
対
す
る

抗
議
デ
モ
に
は
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
30

万
人
以
上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
世
界
各

地
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
す
る
抗
議
デ
モ

が
開
催
さ
れ
、
日
本
で
は
、
11
月
5
日
、

銀
座
で
の
デ
モ
に
1
6
0
0
人
、
10
日
の

渋
谷
で
の
デ
モ
に
4
0
0
0
人
と
デ
モ
参

加
者
は
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
が
議
長
を
務
め
る
主
要

7
か
国
（
Ｇ
7
）
外
相
会
合
で
は
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
つ
い
て
は
共
同

声
明
で
直
ち
に
や
め
る
よ
う
要
求
し
た
も

の
の
、
同
じ
く
国
際
法
違
反
の
イ
ス
ラ
エ

ル
の
蛮
行
に
は
触
れ
ず
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド（
二
重
基
準
）と
批
判
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
国
際
法
違
反
を
不
問
に
、
米
国
の
顔
色

を
う
か
が
い
即
時
停
戦
を
求
め
な
い
共
同

声
明
を「
重
要
な
成
果
」と
評
価
し
て
追
随

し
て
お
り
、そ
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。暴

挙
・
暴
力
を
許
さ
な
い
と
の
一
点
で
国
際

協
力
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

実行委員会から国会議員へ署名が手渡される

【
多
摩
・
稲
城

・
電
気
・
髙
嶺

俊
一
通
信
員
】

11
月
13
日
、
日

本
高
齢
者
大
会

が
文
京
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
、

全
国
各
種
団
体

か
ら
1
5
0
0

人
（
東
京
土
建

か
ら
1
5
3

人
）
の
参
加
者

で
開
催
さ
れ
、

会
場
は
高
齢
者

の
熱
気
で
燃
え
て
い
ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
記
念

講
演
は
元
防
衛
官
僚
・
内
閣
官
房

副
長
官
補
の
柳
澤
協
二
さ
ん
か
ら

「
非
戦
の
安
全
保
障
論
…
戦
争
を

し
な
い
国
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
対
す
る
侵
略
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
と
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区

で
の
軍
事
攻
撃
を
判
り
や
す
く
、

元
防
衛
官
僚
の
立
場
で
話
し
て
い

た
だ
き
会
場
か
ら
も
拍
手
が
わ
き

上
が
り
ま
し
た
。
講
演
の
最
後
に

は
、
「
戦
争
は
政
治
の
選
択
・
政

治
は
国
民
の
選
択
」
と
の
言
葉
で

締
め
く
く
り
、
政
治
家
を
選
ぶ
国

民
の
責
任
を
訴
え
ま
し
た
。

文
化
行
事
で
は
前
進
座
の
み
な

さ
ん
か
ら
三
番
叟
な
ど
の
演
目
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
、
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
環

境
は
日
に
日
に
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
来
年
度
か
ら
年
金
の
実
質

値
下
げ
も
予
想
さ
れ
ま
す
、
今
こ

そ
政
権
交
代
を
「
国
民
の
選
択
」

で
行
な
う
べ
き
だ
と
強
く
思
い
ま

し
た
。
最
後
に
次
回
開
催
地
「
名

古
屋
」
を
確
認
し
合
い
閉
会
し
ま

し
た
。

福井さんの活動報告

【
本
部
仕
事
対
策
部
発
】
11
月

15
日
、
2
0
2
3
年
度
の
チ
ー
ム

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
全
体
会
が
、
本
支

部
併
せ
て
31
人
の
参
加
者
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
後
藤
英

雄
本
部
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
隊
長
か
ら

主
催
者
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
1
日

の
講
義
に
入
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
北
川
誠
太
郎
本
部

書
記
次
長
よ
り
「
建
設
産
業
と
地

域
に
視
点
を
あ
て
た
東
京
土
建
の

防
災
活
動
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
、
「
国
保
や
賃
金
運
動
は
要

求
。
防
災
活
動
は
地
域
に
貢
献
す

る
事
で
信
頼
を
掴
み
取
り
組
む
活

動
。
結
果
と
し
て
自
治
体
へ
の
制

度
創
設
へ
と
つ
な
が
る
も
の
」
と

し
た
活
動
の
特
徴
と
、
災
害
時
に

お
け
る
東
京
土
建
の
役
割
や
組
織

と
し
て
の
対
応
・
行
動
に
つ
い
て

話
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
の
講
演
で
は
、
墨
田
支
部

ハ
ン
マ
ー
ズ
・
福
井
寿
英
キ
ャ
プ

テ
ン
か
ら
「
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
活
動
」
と
題
し
て
、
自
主
防

災
組
織
「
ハ
ン
マ
ー
ズ
の
成
り
立

ち
」
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
停
止

に
よ
り
「
防
災
活
動
も
初
心
に
帰

ろ
う
」
と
い
っ
た
声
が
け
や
、
現

在
の
防
災
意
識
を
広
げ
る
活
動
へ

の
展
開
な
ど
、
補
足
を
交
え
た
活

動
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
質
疑
や
そ
れ
ぞ

れ
の
支
部
活
動
の
特
徴
報
告
の
発

言
が
あ
り
、
意
見
交
換
が
活
発
に

す
す
み
ま
し
た
。

最
後
に
、
後
藤
隊
長
か
ら
今
後

の
行
動
提
起
と
し
て
、
災
害
時
に

お
け
る
「
応
急
修
理
協
定
に
基
づ

い
た
登
録
」
と
「
大
工
職
の
応
急

木
造
仮
設
住
宅
登
録
」
を
呼
び
か

け
て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
19

日
、
衆
議
院

第
二
議
員
会

館
前
で
総
が

か
り
行
動
が

開
か
れ
ま
し

た
。
東
京
土

建
か
ら
は
26

支
部
72
人
が

参
加
し
ま
し

た
。日

曜
の
午

後
2
時
、
主

催
者
の
発
言

に
続
き
、
ま

ず
国
会
議
員
3
人
が
あ
い
さ
つ
。

沖
縄
の
風
の
タ
カ
ラ
鉄
美
参
議
院

議
員
は
、
「
78
年
前
の
沖
縄
と
今

の
ガ
ザ
が
重
な
る
」
と
述
べ
、
平

和
の
た
め
に
連
帯
し
た
い
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
岩
渕
友
参
議
院

議
員
（
共
産
）
は
パ
レ
ス
チ
ナ
・

ガ
ザ
で
の
惨
状
に
触
れ
「
病
院
攻

撃
は
国
際
法
違
反
。
日
本
政
府
は

休
戦
と
も
言
わ
な
い
」
と
そ
の
対

応
を
批
判
。
福
島
み
ず
ほ
参
議
院

議
員
（
社
民
）
は
平
和
的
生
存
権

が
全
世
界
の
人
に
あ
る
こ
と
を
憲

法
が
規
定
し
て
い
る
と
述
べ
、
改

憲
で
は
な
く
、
今
こ
そ
憲
法
を
生

か
し
た
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
、

そ
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
訴
え
の
中
で
は
、

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
に
滞
在
し
て
い

た
と
い
う
文
筆
業
の
新
土
さ
ん
が

ス
ピ
ー
チ
。
涙
な
が
ら
に
「
友
人

だ
っ
た
身
近
な
人
た
ち
が
亡
く
な

り
は
じ
め
て
い
る
。
ガ
ザ
で
起
こ

っ
て
い
る
の
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

（
大
量
殺
害
）
だ
。
許
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

行
動
は
3
時
前
に
は
終
了
。
こ

の
日
の
夕
方
に
予
定
さ
れ
て
い
た

新
宿
で
の
緊
急
行
動
・
デ
モ
へ
の

参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
足
立
・
書
記
・
國
武
貴

彦
記
】
11
月
15
日
、
労
働

保
険
事
務
組
合
を
統
括
す

る
一
般
社
団
法
人
全
国
労

働
保
険
事
務
組
合
連
合
会

よ
り
、
東
京
エ
リ
ア
の
会

員
6
0
1
組
合
の
中
か
ら

特
に
適
用
推
進
に
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
、
東
京
土

建
足
立
支
部
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
代
表
と
し
て

波
平
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

労
働
保
険
は
都
内
の
中
小
業
者

の
40
％
以
上
が
事
務
組
合
を
通
じ

て
加
入
し
、
事
務
組
合
が
労
働
保

険
の
普
及
推
進
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
特
に
建
設
業

の
労
働
保
険
は
現
場
労
災
、
事
務

所
労
災
、
雇
用
保
険
等
、
必
要
に

応
じ
た
種
類
の
保
険
に
加
入
す
る

必
要
が
あ
り
、
事
業
主
の
特
別
加

入
制
度
も
係
る
複
雑
な
制
度
で

す
。
各
々
の
事
業
者
の
目
線
に
立

っ
た
聞
き
取
り
と
説
明
、
対
応
が

事
務
組
合
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

足
立
支
部
は
初
め
て
の
従
業
員

の
雇
用
や
法
人
化
に
つ
い
て
、
サ

ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
労

働
組
合
の
基
盤
を
活
か
し
仲
間
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
何
で
も
相
談
で
き
る
環
境
が
整

っ
て
い
る
た
め
、
日
頃
の
相
談
活

動
か
ら
労
働
保
険
の
加
入
促
進
に

繋
が
り
、
そ
の
積
み
重
ね
で
こ
の

よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
仲
間
の
労
働
保
険

の
サ
ポ
ー
ト
、
労
働
環
境
の
向
上

や
事
故
防
止
に
事
務
組
合
と
し
て

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

表彰を受ける波平委員長

ナ
マ
ズ
全
体
会
を
開
催

現
場
か
ら
発
言
相
次
ぐ

防
災
活
動
も
初
心
に
帰
ろ
う

保
険
証
残
し
命
守
る
選
択
を

多
数
の
参
加
で
成
功

高
齢
者
大
会
が
東
京
で
開
催

身近な人が亡くなる
ジェノサイドは許されない

文化行事で演目を披露する前進座

支
部
が
連
合
会
表
彰

足立

事
務
組
合
と
し
て
今
後
も
推
進

「
二
重
基
準
」は
許
さ
れ
な
い


